
石川県高次脳機能障害
相談・支援センター

高次脳機能障害

相談・支援センターの業務

高次脳機能障害相談・支援センターでは、

ご本人やご家族が安心して充実した生活を

送ることができるように各種業務を行って

います。

石川県高次脳機能障害相談・支援センター

〒920-0353　金沢市赤土町二13 –１

石川県リハビリテ－ションセンター内

（石川県済生会金沢病院となり）

［電　話］076-266-2188

［ＦＡＸ］076-266-2864

［メール］iprc@pref.ishikawa.lg.jp

［ホームページ］

　http://www.pref.ishikawa.lg.jp/koujinou/

石川県

高 次 脳 機 能 障 害

相談・支援センター

事故や脳の病気のあと

こんな症状でお悩みの方

周囲とのトラブル
が多くなった

忘れっぽく
なった

段取りが悪く
なった

やる気が出ない

怒りっぽく
なった

それは「高次脳機能障害」
かもしれません。

高次脳機能障害のある方やご家族の皆さまが、

地域で安心して暮らすためのお手伝いをいた

します。

交通アクセス

保健師、心理相談員、作業療法士などが、

次のようなご相談に対応します。

●日常生活に関する相談

●医療福祉サービスの利用に関する相談

●就学、就労に関する相談など

相談支援

●当事者向け教室

　当事者同士の情報交流を行う教室です。

●家族向け教室

　ご家族に障害に関する正しい知識と情報

　を提供し、障害の理解を深める教室です。

教室活動

高次脳機能障害者の支援に携わる方を対象

に研修会を行います。

研　　修

普及啓発

金沢駅から車で15分

車利用のとき

金沢駅兼六園口（東口）56西部緑地線

金沢駅金沢港口（西口）52示野線

→いずれも「済生会病院」で下車

バス利用のとき

高次脳機能障害の正しい理解を普及・促進

するための講演会やシンポジウムの開催、

ホームページやリーフレットによる情報発

信などの普及啓発活動を行います。



各　種　支　援

■高次脳機能障害とは？

事故や病気などにより脳が損傷することで、

記憶や注意など認知機能の障害によって、

日常生活や社会生活に制限を受ける状態にな

ることを高次脳機能障害と言います。

■原因は？

●交通事故や転落などによる脳外傷

●脳梗塞・脳出血などの脳血管障害

●低酸素脳症、脳腫瘍、脳症・脳炎など

■症状は？

［記憶の障害］
　●一日の予定を覚えられない

　●同じことを何度も尋ねる

　●自分の言動を忘れる

［注意の障害］
　●ぼんやりしていて、ミスが多い

　●２つのことを同時に行うと混乱する

　●作業を長く続けられない

［遂行機能の障害］
　●物事の段取りがつけられない

　●物事を計画を立てて進められない

　●急な出来事に対応できない

［社会的行動障害］
　●感情コントロールができない

　●人間関係を保つのが苦手

　●やる気がない

　●こだわりが強い

■対応方法は？

本人が障害を補うための代わりの方法を身につ

けたり、周囲が障害を理解して環境を整えたり

するなど適切な対応を行うことによって、本人

の能力を最大限に引き出すことができます。

■相談支援の流れ ※当センターは相談支援機関です。診断や治療などは行っておりません。

※高次脳機能障害の診断や評価が必要な場合は医療機関と連携します。

在宅支援
自宅での暮らし
を支援します

就業支援
新規就労や復職
を支援します

施設支援
施設での暮らし
を支援します

就学支援
就学や復学を
支援します

●平　日／８：30〜17：15

●土曜日／８：30〜12：30（電話相談のみ）

●休　日／日曜・祝祭日、年末年始

※ご希望の方は専門医による相談も可能です。

受　　付

まずは電話でご相談ください。
これまでの経過や現在の困り事を簡単にお聞きします

電話相談

助言､情報提供､他機関の紹介
※内容により来所相談をお勧めします

来所相談　≪予約制≫

本人の気持ちを尊重しながら、

今後について話し合います

訪問相談 ≪予約制≫

ご自宅や職場、学校等の施設

に訪問して対応します

フォローアップ

地域で安心して暮らすことができるように

関係機関と連携して支援を継続します

相談時間

電話、面接 、

訪問、メール等

相談方法

保健師、心理相談員、

作業療法士等

相談スタッフ

相談

無料

教室の開催
同病者の交流や
代替手段の獲得
を支援します


